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1．は じめ に

　電 気 自動 車 は環 境問 題の 観点か らガ ソ リン エ ン ジ ン 車 に

代 わ るべ き交 通 手段 と して ，有力視され て い る．しか し、電

気自動車を普及 させ る た め に は バ ッ テ リ
ー

をは じめ 多 くの

課題 を含ん で い る ．実際、最近 売 り出 された 電 気 自動 車は 軽

自動 車 で も 400万 円以 上 の 価格で あり補助 金 を含 め て も 300

万 円 以 上 で ある．その ほ とん どが バ ッ テ
1
丿
一代 と言 っ て も過

言で はな い．そ こ で 使 い 方 を通 勤 や タ ウ ンユ
ー

ス に 限定 した

軽量 の 超小 型電気 自動 車 （マ イ ク ロ EV）を提案 し普及 の 可 能

性 を探る、限定 した使 い方 で あれ ば シ ン プル な 構造 に で きバ

ッ テ リ
ー

の 搭載 量 も少 な く て 済み 価格 も抑え られ る．こ こ で

は 軽量化技術を駆使 した マ イク ロ EV の 試 作に つ い て 述 べ 、
こ れ か ら の 展 望 に つ い て 議論 す る．

2，マ イ ク ロ EV 「MagE−1」 の 試作

2−1試 作車 の 概要

　著者 らが提案す るマ イ ク ロ EV を FMagE −1」 と命名 し、「マ

ギ
ー

ワ ン 」 と読む ．Mag＝マ グ ネ シ ウム 、　 E＝ 電 気、1 ＝1 号

機 を意味する、以下 、こ の 車 をMagE−1 と呼 ぶ．

　マ イ ク ロ EV は 原動機付 自転 車の カ テ ゴ リ
ー

に 分類 され、
多 くの メ リ ッ トが ある 反 面 、制 約 も 多 い、

【主 な メ リ ッ ト】

  市町村 で 登録 で き る （国 土 交 通省の 認 可 は 不 要）

  税金 が 安 い．車 検 や車 庫 は不 要．

  駐車 ス ペー
ス が 小 型乗 用車 の 三 分 の

一
程 度

  燃 費が 良い （ガ ソ リ ン 普通 車 の 1／30の費 用 ）

【主な 制約 】

  長 さ 25m 幅 1、3m 高 さ 2m を超 え て は なら な い

  乗 車定 員 は一名

  出力 600W 以 下 （ガ ソ リン 車は 50cc 以下 ）

  法 定速 度 は 時 速 60km

  　普 通 自動 車免許が 必 要

　 こ れ らの 制 約 の 中 で 如何 に 魅力 ある 車 を作 るか を議論 し、
デ ザ イ ン と軽 量 化に注 力 する こ とと し た，特に 軽量 化 は 60

0W と言 う制 約の 中 で は 必須 条件 で あ る．
2−2軽量化 技術

　軽 量 化手 段 と して シ ャ シ
ーを構 成 す る材 料に難燃性 マ グ

ネ シウム を用 い る こ と した．マ グネ シ ウム は ア ル ミ に 対 し約

70 ％ の 比 重 で あ るが 引 張 り強 さと ヤ ン グ率を考慮 す る と

実使用に お い て は約 16％ の 軽量 化が見 込 まれる．こ こ で 用い

た 難燃性 マ グネ シ ウム （AZ912） は従 来の マ グネシ ウム 含金

に カ ル シ ウ ム を添 加 す る こ と で 発 火 点 を 200
°
C 〜30

0 ℃ 下 げて い る．しか し、ア ル ミ に 比べ 伸 びが 少 な く、プ レ

ス や 曲 げ な どの 塑性 加 工 が や り難 い と い う難点 も あ る，

MagE−1制 作 に お い て は図 2、図 3 に 示 す シ ャ シ フ レ
ーム と

図 4 に 示す ザ ス ペ ン シ ョ ン、ス テ ア リ ン グ系、ペ ダル 類 に 至

る まで すべ て 難 燃 性 マ グネ シウム を用 い た．軽量 化 の た め 既

存品は極 力使 わ な い よ う心 がけた、

　次 に 構造 系に お ける 軽 量化 技 術 と して い くつ か の 工 夫を

凝 ら した、車体は フ レ
ーム構造 と し、シートを車 体 の補剛部

材 と して 活 用 した （図 2 お よ び 図 4 参 照 ）．こ の こ とに よ り

シ
ー

トをス ラ イ ドさせ る こ とが で きな い と言 う不 都合が 生

じ た が、ブ レ
ーキ ペ ダル とア クセ ル ペ ダル を可 動式 とす る こ

とで解決 した．つ まり、大 きい 人 で も小 さい 人 で もペ ダル 類

を移 動 す る こ とで 最 適な 位置 で 運 転 で き る．

　パ ワ
ー

ユ ニ ッ トは モータ
ーとコ ン ト ロ ー

ラ、バ ッ テ リーだ

け で あ る．駆 動方 式 は後 輪の イ ン ホ イ ル モ
ー

タ に よ るダ イ レ

ク ト ドラ イ ブで あるた め トラ ン ス ミ ッ シ ョ ン や デフ ァ レ ン

シャ ル ギ ヤ が 要 らな い 非 常に シ ン プル で 軽量 な構造で ある．

埋
牌

環
図 1　 デザ イ ン 検 討
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図 2　 フ レ
ー

ム 構造
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表 1　 車 両諸 元

主要 諸元

全長 x 全幅 x

全 高

2480x1280x
1370 　（mm ）

寸

法
・
重

量

ホイル ベ ース 1750mm

トレ ッ ド（前／後） 1220 ／1100 　（mm ）

車 両重 量 150kg

性

能

最高速度 60km ／h

最小 回転半径 2 ．55m

甲
ハ ッ テ リ

ー

（1 セ ッ ト）

リチ ウムイオン 57 ．6V10Ah

航続距 離 30km （バ ッテ リ
ー1 セ ッ トの

場 合 ）

60km （バ ッ テ リー2 セ ッ トの

場 合 ）

駆

動

原動機 直 流 ブラ シ レス モ ータ

駆動方式 後 輪 イ ン ホ イル モ
ー

タ 直接駆動

定格出 力 O ．58kW

ス テ ア リ ン グ ラ ッ クア ン ドピニ オ ン

燃 料 代 0 ．4 円／km

（ガソ 「丿ン 車 は 約 12 円 ／km ）

　図 3　片手 で 持 ち上 がる難燃 性 マ グネ シ ウ厶 製軽量 フ レ
ー

ム 　＝ 28kg

　　　　　　　　　　図5　MagE−1車体

　 車 体外板は GFRP （ガ ラス 繊維 強 化 プラ ス チ ッ ク ） と した．
作 り方は、発泡 ス チ ロ ー

ル をデザ イ ン 図 に合 わせ て 削 りだ し、
上 か ら樹 脂 を含 ませ た ガ ラ ス 布 を 3 層 に 張 っ た、そ の 後サ ン

ダー
で 表面を滑 らか に して 塗装する，

　 以 上 の よ うな工 夫 を重ね た 結 果、車 体重 量 を約 150kg

に抑え る こ とが出来た，図 5に示す よ うに 右側オ
ープ ン に な

っ て い るが ドア を つ け る と重 量 増が 予想され るた め 簡易 ド

ア 等の 工 夫が必要 と思われる、
3，低 炭 素社会 へ の 貢献

　 試 作 した MagE−1 は究極 の シン プル 構造で 軽量の た め、走

行 時 の CO2排 出量 が 少 ない だ け で な く、ト
ー

タル ライ フ で の

CO2排出量も少ない．
4．今 後の 課題

4−1 安全性 　マ イ ク ロ EV は安 全 性 を問題視 され る こ とが

多い ．バ リア 衝 突 性 能 で は一般 自動車 に 比 べ さほ ど 劣 らな い

が、車対車衝突で は 軽量の 分、明 らか に不 利 で ある．今 後構

造的 な安全 性 向上 や IT技 術 を駆 使 した 安 全技 術の 導入 が 必

要 と思 われ る．
4−2 低価格 化 　現 在 市販 され て い る マ イ ク ロ EV は ガ ソ リン

用軽自動車 とほ ぼ 同 じ価格で ある．快適性 で 比較す る と軽 自

動 車 よ り安 く な けれ ば な ら な い ．少量 生 産 で 如何 に 生 産 コ ス

トを下 げるか が 大 き な課題 で あ る．
4−3 最低 2人 乗 り　マ イ ク ロ EV の 制 約 で ある乗 車定 員一

名

に 対 し、最低 2 人 は乗 れ る よ うに との 要望が 強い．法律改正

へ の 慟 きか けが 必要 とな る．
4−4 快 適性　軽量

・
低価格化 を実現 しよ うとする と快適 性

を犠 牲 に せ ざるを得ない．雨 風 を しの ぐため、ドア を付 けて

ク ロ
ーズ ドタイ プに す る と エ ア コ ン が 必要 に な る．燃費向上

（＝CO2排 出量 低減 ） と快適 性 をど う両立 させ るか が 課題 で

あ る．
5．今 後の 展望

　群 馬 県は 全 国 的 に も 自動車 の 保 有 率が 高 く、公共 交通 機関
の 利 用が難 しい 地 域 で ある．今 後、高 齢 化が 進み 、手 軽 な コ

ミ ュ ニ テ ィカ ーの 需 要 は増 して い くと思 われ る．環境問題 と

両 立 しなが ら社 会 の 需要 に 応 えるに は MagE−1の よ うな EVが

最 適 と思わ れ る．当面 、MagE−1 の プ レ
ー

トナ ンバ ー
を所 得 し

実 用走 行 を試み る．その 中か ら問題点を摘出 し、普 及の 方法

を模 索 して い く予 定 で ある．
6．おわ りに

　 こ の MagE−1は 富士 重工 業  OBお よび三 洋電 機  OB ら が休

日 を使 っ て 設 計 製 作 した もの で ある．そ の 製作過 程は URL
htt ’

〃 www 　 otv 　ne 」／
〜
fukadaj／に 掲載 され て い る の で 詳

細 を知 りた い 方は 参照 された い．

図 4　 シ ン プル 構造車体
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